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令
和
八
年

昭
和
二
年
に
初
奉
納
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
『
杵
振
り
踊
り
』
が

　
　
令
和
八
年
に
百
年
の
区
切
り
の
年
宇
を
迎
え
ま
す
。

　
　
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
先
人
よ
り
踊
り
続
け
今
日
を
迎
え
る
事
が

　
　
で
き
ま
し
た
。

　
　
節
目
と
な
る
令
和
八
年
の
佐
長
田
神
社
の
春
季
大
祭
。

　
　
是
非
私
た
ち
と
一
緒
に
、
こ
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　
　

　
　
※
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
辺
り
、
花
火
の
打
ち
上
げ
等
を
計
画
し
て

　
　
　
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
協
賛
金
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土

会
場
：
佐
長
田
神
社
周
辺 11

日
12

美
濃
白
川
　
切
井

　
　
　
佐
長
田
神
社祭

春

前
夜
祭

本
祭

大
季

１
６
時
～

１
１
時
３
０
分
～



切
井
の
地
で
１
０
０
年

昭
和
二
年
に
旧
蛭
川
村
か
ら
伝
わ
り
初
奉
納
さ
れ

た
と
言
わ
れ
る
『
切
井
杵
振
り
踊
り
』
は
、

時
に
戦
争
や
災
害
、
最
近
で
は
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

幾
多
の
困
難
で
も
五
穀
豊
穣
を
願
い
、

踊
り
続
け
今
日
に
至
り
ま
す
。

少
子
化
に
よ
り
踊
り
手
の
減
少
の
為
、

令
和
六
年
よ
り
性
別
及
び
地
域
を
制
限
を
無
く
し

中
学
生
以
上
の
方
に
踊
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
変

更
し
ま
し
た
。

先
人
た
ち
が
大
切
に
伝
え
て
き
た
こ
の

『
杵
振
り
踊
り
』
を
一
緒
に
次
の
１
０
０
年
に

向
け
伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

既
に
記
念
の
大
絵
馬
の
奉
納
に
向
け
て

制
作
の
お
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

勿
論
踊
り
手
参
加
の
み
で
は
な
く
、

お
手
伝
い
や
協
賛
金
の
ご
協
力
も
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。　
　
　

　       

切
井
　
賛
助
会
　
代
表
　
　
纐
纈
　
剛

切 井 杵 振 り 踊 り  踊 り 手 募 集 エ ン ト リ ー は こ ち ら →
協 賛 金 ご 協 力 者 に つ い て は 、
纐 纈 （ 0 9 0 - 7 0 2 2 - 9 8 6 8 ） 電 話 ま た は S M S で ご 連 絡 下 さ い 。
E - m a i l ： s a n j y o k a i . k i r i i @ g m a i l . c o m
折 り 返 し お 電 話 ・ メ ー ル 等 で ご 案 内 致 し ま す 。


